
 

外国人困窮者支援のいま 

―北関東医療相談会月間レポート：2022 年 10 月版― 

 

 

■支援日誌 

□10 月 3 日「K 君の手術」 

皆様へ  

K 君の手術費用について報告します。手術は無事に終了し、経過を今月 26 日に確認しま

す。しばらくは経過観察をすると思いますが、特段問題なければ早いうちに開放されると思

います。 

肝心の費用ですが手術代金として病院から請求が来たのは￥784,612 円です。皆様からい

ただいた寄付金は￥720,000 円でした。個人負担の￥64,612 円はお父さんから出してもら

います。 

当初 3,000,000 円と言われていたのが、当会が入ることによって 150 万円となり、手術は

1,000,000 と言われ、精査すると 784,612 円でした。集まったお金も結局 72 万円と本当に

恵の時でした。ただし、これから兄弟が喘息、さらに心臓病と病気との闘いが続きます。在

留資格を頼らなければいけない状況が続きます。 

皆様の温かい関係と関心と支援が必要となります。よろしくお願いします。長澤拝 

このことを当教団の司教に尋ねた応えは「御摂理です」と言っていました。ウーン宇宙の始

まる前からの計画か、企画書はどこで書いたのでしょうか。 

 

□10 月 19 日「Good Smarita」 

皆様へ  

昨日、名古屋方面の方に電話をいれました。昨日運よく手術が終わったとのことでした。

皆様の多大なご支援とご協力、関心を寄せていただいて手術費用が全て集まり、しかも病院

も協力金が集まったことで喜んで手術費用も勉強してくださったとのことでした。 

ありがとうございます。心から感謝します。 

主催者の担当の M さんともお話をすることができました。M さんも喜んでいました。他

人の喜びが自分の喜びとなり幸せになっている Good Smaritan でした。 

最後に名古屋方面にはアミーゴスが無いので一緒にやりませんか、と伺ったらやりたい

との事を言っていました。今後の展開が楽しみです。尚、M さん曰く、この FB に紹介して

いたいただいたときから入金が急激に伸びたとのことでした。皆様の拡散のおかげです。私

たちの願いが届いた瞬間です。感謝します。 

これで名古屋で医療相談会が開催できるかもしれません。その時は皆様にもご一緒いた

だき働きたいと思います。 



金額の報告はこれからになると思います。尚、即日に M 様から感謝の意向として 10 万

円当会へ寄付として入金いただきました。これも今後準備している手術や治療すべき人々

の支援金にしていきます。心より感謝します。尚今後のスケジュールは以下のとおりです。 

➀ 30 年来心房細動に苦しむイラン人仮放免者の手術 290 万円 

② アフリカの風土病の治療に苦しむガーナ人オーバースティ 費用未定 

③ 小児腎臓病に苦しむスリランカ人の仮放免者家族未定 

④ 子宮内膜症に苦しむクルド人仮放免者 100 万円 

⑤ 現進行形の出産 2 件 入院助産制度を使うも自己負担分 50 万円程度 

⑥ 食道がんのナイジェリア人男性 手術と抗がん治療費 300 万円 

その他いろいろです。 

今後も続きます。長澤拝 

 

□10 月 25 日「アフシンさんの医療費」 

皆様へ  

新たにイラン人アフシンさんの件をお知らせします。私は、彼の事を全く知りませんでし

た。彼は、来日 30 年の仮放免者でこの筋では知らない人はいないと言うことです。彼は、

数度の帰国を拒否し、一度は機内に連れ込まれ脱出したと言われています。そして多くの支

持者に暖かく支援を受け今日まで生きてきました。彼は自分の心臓病で大変になってきた

ところ、当会の K 君の事が取り上げられじっくり読んだところ、彼の心臓病の治療方法も

同じであること、費用もことのほか安く驚いて連絡をしてきたのです。それからあちらこち

らからアフシンさんを助けてと言う声が立ち上ってきました。初期の病院の治療費が 800

万円と言われていましたが、次の病院に話をするとおよそ 290 万円となりました。 

私たちを含め複数人で「アフシンさんを心臓病から救う会」となりました。11 月一杯まで

お金を集めることにしました。皆様も、多くの人に拡散していただきたく思います。よろし

くご協力いただけるとありがたく思います。 

尚、お金は以下のところで入金いただけるとありがたく思います。 

尚、入金の際は友達基金「アフシンさんのハートを支える会」と記入ください。 

 



 

  

□10 月 29 日「院内集会・省庁交渉のお知らせ」 

皆様へ 

下記の案内は次週の 11 月 2 日（水）午後から生きられないと称して在留資格の無い外国

人、特に仮放免者の生の声を中心に院内集会・省庁交渉を行います。 

お時間のある方はぜひ集まって支援をしてください。尚拡散を願います。また当日は前回

お知らせしたアフシンさんも参加して窮状を訴えます。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□10 月 29 日「コロナ禍生活相談＆フードバンク in 大泉」 

 

 

 

注）「支援日誌」は長澤正隆 Facebook を基に修正加筆を行った。 



■支援状況 

□個別支援（アウトリーチ支援） 

・アミーゴスのメンバーで個別支援。    

 相談支援や医療支援、入管関係支援などを行う。  

 

□食料・生活必需品等の配布 

・食料（米、おかず、野菜、調味料など）や生活用品（オムツなど）       143 件 

・衛生用品（マスク、石鹼、アルコール消毒液）※偶数月に 2 か月分送付     425 件  

 

□住居支援   

 ①群馬県高崎市に「めぐみアパート」3 部屋借り上げ。  

   仮放免のフィリピン人 2 人、イラン人 1 人が入居中。  

 ②埼玉県杉戸町に「すぎとの家」1 軒借り上げ。   

  現在、空室。 
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